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開 会

○伏見国内防疫調整官定刻になりましたので、ただいまから牛豚等疾病小委員会を開

催いたします。

消費・安全局長あいさつ

○伏見国内防疫調整官開催に当たりまして、平尾消費・安全局長よりあいさつを申し

上げます。

○平尾消費・安全局長消費・安全局長の平尾でございます。

きょうは急な開催ということで、皆様には大変お忙しいところ時間を調整して御出席

いただきまして、ありがとうございます。

御案内のように、本日、宮崎県の農場で飼養されていろ牛の中で、口蹄疫の疑似患畜

が確認されるということになったわけでございます。私ども国内では平成１２年に確認さ

れて、１９年９月には清浄化しておったわけ七ございますけれども、今回、こういう形で

ロ蹄疫の疑似患畜が出てきたのは極めて残念なことだと思っております。私ども、けさ

ほど大臣の指示のもと対策本部を設置いたしまして、大臣から「速々かに具体的な防疫

措置を宮崎県と連携してしっかりやれ」という御指示があったわけでございます。

この病気は、御案内のように、迅速な対応が極めて重要な病気でございますので、早

速でございますけれども、先生方の忌憚のない御指導を賜って、宮崎県と連携して的確

な防疫措置を取りたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

○伏見国内防疫調整官議事に入りたいと思います。本日の会議は非公開になっており

ますので、ここで報道関係者は御退席をよろしくお願いいたします。

〔報道関係者退室〕

○伏見国内防疫調整官退席されましたので、進行を田原委員長にお願いしたいと思い

ます。よろしくお願いいたします。

委員長あいさつ
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○田原委員長田原でございます。よろしくお願いいたします。

これから議事に入らせていただきますが、時間が限られておりますので、円滑な議事

の運営に御協力をいただきたいと思います。

議事次第の説明

委員出欠状況報告

配付資料確認

○田原委員長初めに事務局より議事次第の説明、委員の出欠状況の報告と配付資料の

確認をお願いいたします。

○伏見国内防疫調整官本日の議事は、宮崎県におけるロ蹄疫の疑似患畜の確認に係る

経緯や検査状況等を報告いたしまして、今後の防疫対応等を御議論いただきます。具体

的｜こ：壮、ＴＬ番目が宮崎県におけるロ蹄疫が疑われる事例について、２番目が今後の対応

について、３番目はその他となっております。・先ほど申し上げたとおり、本日の会議は

非公開として、本日の会議が終了後、議事概要を配付しますので、御確認をよろしくお

願いいたしますノまた、この議事概要は追ってホームページに掲載いヽだします。

次に、本日は岡部委員及び佐藤委員は欠席でございます。６名の委員に御出席いただ

いております。また、本口はオブザーバーとして、演岡動物衛生所所長及び坂本研究管

理監にも御出席をいただいております。事務局としでは、先ほどごあいさついたしまし

た平尾消費・安全局長、まだ来七おりませんけれども、姫田総務課長、川島動物衛生課

長 外 が 出 席 し て お り ま す 。 レ

続きまして、配付資料については、お手元に議事次第、委員名簿がございまして、資

料１-１、資料１-２、資料２と、最後に参考として資料がございます。資料について

は委員限りとしておりますので、取り扱いには十分に御注意願います。乱丁などがござ

ごいましたらお知らせください。

事 務 局 か ち は 以 上 で ご ざ い ま す 。 、 ／

○田原委員長皆さん、資料はございますれ。

それでは、早速、議題に移りたいと思います。
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議 題

（１）’息’崎県におけるロ蹄疫か疑われる事例について

○田原委員長議題１、宮崎県におけるロ蹄疫が疑われる事例について、務局より御説。

明をお願いいたします。よろしくお願いします。

○山本補佐防疫業務班の補佐をやらせていただいております㎜でございます。

資料１-１でございます。今回の事例に係る経緯について概要を御紹介させていただ

きます。

資料のＴＬページです。農場の場所ですが、宮崎県児湯郡都農町ということで、宮崎県

のほぽ中央部の東海岸側にちょっと寄ったところでございます。飼養形態は肉用繁殖と

いうことで繁殖母牛が９頭、育成が３頭、子牛が４頭ということで、Ｊ：；；ぼは大きいほう

で は な い と い う こ と に な っ て お り ま す 。 ・

経緯です。４月９日に飼養牛の１頭、これを仮に１番の牛としておりますけれども、

ロ腔内にびらんがありましたので、獣医師から家保に通報かおりまして、家保が立入検

査を行いました。同居牛は異常ありませんで、当該牛のみの異常でしたために経過を観

察しようということで、この剛刮帚っております。

その後、別の１頭ですね、２番の牛に発熱、食欲がないということで、同じようにロ

腔内にぴらんが認められました。また、別の１頭では流誕が認められるということでご

ざいます。

１７日昼に、言ってみれば、農場内で拡大している傾向があるということで再度、家保

が呼ばれまして立入検査が行われ、３番の牛、１６ｔ］］１には流説だったわけですけれども、

こちらの舌にびらんを確認されたということでございます。

１９日の午前中には、立入検査の材料を用いまして口蹄疫類似疾病について確認をしよ

うということで、口腔内のびらんのような症状が認められると考えちれますブルータン

グ、牛パラインフルエンザ、牛ウイルス性下痢・粘膜病、牛伝１恥性鼻気管炎、イバラキ

病といった疾病のＰＣＲ検査を実施しましたけれども、いずれも陰性で否定されたとい

うことで、いわゆる残る口蹄疫の疑いかおるのではないかということで、当方動物衛生

課に連絡があったところであります。

１９日の午後になりまして、口蹄疫を疑う病性鑑定を実施するための材料採取というた

めに、家保が再度立ち入りを行いまして農場に行きましたところ、新たに別の１頭、４
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番の牛でも臨床症状を確認いたしました。最初に異常が認められた牛については口腔内

病変がかなり治癒してきているということで、残りの３頭を対象にびらん部のぬぐい液

を３検体、牛ですと２番から４番ということになります。あと、治癒痕に近い状態であ

ります痴皮を３番の牛から、症状がある牛、ない牛を含めて全頭を対象に血液全血を採

取して、これを動物衛生研究所の小平の海外病施設に病性鑑定のために輸送いたしたと

ころでございます。

１９日夜に搬入がありました。対応ですけれども、３．（２）になりますが、１９日深夜

に動物衛生研究所に検体が到着して検査開始ということで、検査法としてはＰＣＲ検査、

抗体ＥＬＩＳＡ、ウイルス分離ということで進めてまいったわけです。２０日早朝にＰＣ

Ｒの結果、３頭検査をしたうちの３頭で、いずれもバンドが認められたというごとで、

こうした検査結果と農場内での拡大の状況とかわせまして、これは口蹄疫と判断して防

疫対応をする必要があるだろうということになったわけでございます。

現地の対応ですけれども、この時点においては移動自粛、消毒槽設置、異常確認時の

通報ということで措置をしております。

当該農場からめ出荷状況ですけれども、規模も小さいということで、４月９日以降の

出荷はなしということ。

周辺農場ですが、１ｏｋｍ以内に牛農場で５７５戸１万頭近く、豚は１０８戸で１３万頭近く、

また、１０から２ｏｋｍ圏内ですと、牛は７４９戸ということで、かなりの密集地と言える状態

であります。

資料をめくっていただきますと、参考までに、実施しました検査のリストと、３ペー

ジｌｊれこはＰＣＲ結果の写真、４ページ目口こは採材をしました牛の番号と材料をまとめた

もの、５ページ｜呂呂Ｉには発症牛の写真を載せております。いわゆる典型的な水痘のスクイ
Ｉルではなくて、外貌からですと、口蹄疫をダイレクトに判断するのは難しい状況であり

ま す 。 、

また、めくっていただきますと、６ページ目は当該農業の見取図を載せております。

牛舎が成牛舎と子牛の牛舎に分かれておりまして、今回、異常が認められましたのは、

いずれも成牛のみということで、別に離れて飼育されております子牛のほうは異常が認

められなかったということになっております。

余談ですけれども、放牧場が書かれております。今回、防疫措置に当たりましては、

こちらの放牧場を利用して殺処分した家畜の埋却の場所に当てるということで対応を進

- ４ -



めております。

次のページをめくっていただきますと、地図が２枚載せてあります。上の地図は２ｏｋｍ、

１０ｋｍの円をかいたもの。現在の口蹄疫の防疫指針に基づく対応ですと、１０ｋｍ以内が移動

制限区域、２０ｋｍ圏内が搬出制限区域となりますので、そう七だことを念頭に円をかいて

おります。青い丸印ですが、ごちらが牛の飼養農場でありまして、沿岸部を中心にかな

り密集しているという状況が見てとれます。下の図は１０ｋｍ圏内を拡大しまして、周辺の

状況をわかるようにしたものでございます。

以上、現在の防疫の対応状況について御説明を差し上げました。

現在の発生農場の状況ですけれども、本日、急ぎ防疫措置に入るということで、当該

農場における殺処分、埋却を本日中に完了することを目指して作業を進めているところ

であります。

以上でございます。

資料の検査結果の部分ですけれども、私のほうで説明が若干不足しますので、オブザ
ーバー（フ：皿先生から補足をお願いできますでしょうか。

○坂本研究管理監動物衛生研究所・｜口です。検査の推移を説明させていただきます。

材料はスワブの材料が３検体、そのうちの１検体から痴皮を採材しております。２ペ
ージですけれども、やった検査結果は先ほど説明ありましたけれども、ＰＣＲ。これは

プライマーを２ヵ所用いております。それから、スワブを用いまして感受性細胞に接種

してウイルス分離を試みております。抗体検出のＥＬＩＳＡですけれども、血清タイプ

を特定するまでには至っておりませんがしナンバー１とナンバー２の牛において高い抗

体 価 が 認 め ら れ て お り ま す 。 レ

抗原検出のＥＬＩＳＡですが、持ち込まれた材料がぬぐい液また少量の痴皮材料とい

うことで、抗原量が少ないことから材料としては不適で、感受性細胞を用いたウイルス

分離が行われた後、抗原検出ＥＬＩＳＡを実施する予定です。

現在、一番下に書いております遺伝子の塩基配列の決定を行っておるところです。

以上です。

○津田委員
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○坂本研究管理監

○ 津 田 委 員 ㎜

○ 坂 本 研 究 管 理 監 ㎜
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○今田委員

○

○坂本研究管理監

㎜

○坂本研究管理監

○田原委員長

○ 津 田 委 員 ㎜

○明石委員

○山本補佐

○田原委員長

○寺門委員

○山本補

○寺門委員

○山本補佐

○清水委員

○坂本研究管理監
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○坂本研究管理監

● ｜ や 柵 峰 無 川 … … … … ＼ ｊ … … … … ｉ ｌ ｌ

○坂本研究管理監

○寺門委員

○寺門委員

○坂本研究管理監

○坂本研究管

○田原委員長

皿

○伏見国内防疫調整官

○田原委員長

○津田委員

㎜

○伏見国内防疫調整官

○田原委員長

１ １

○寺門委員

○津田委員

○ 田 原 委 員 長 ㎜
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１

○山本補佐

○ 津 田 委 員 ㎜

○ 山 本 補 佐 ㎜

○寺門委員

○明石委員

○明石委員

㎜

○伏見国内防疫調整官

○山本補佐

○明石委員

○津田委員

○ 山 本 補 佐 ㎜

○川島動物衛生課長

○寺門委員

○坂本研究管理監
㎜

○寺門委

○寺門委員
○坂本研究

○寺門委員

○ 坂 本 研 究 管 理 監 ㎜
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○寺門委員
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○坂本研究管理監

○田原委員長

○寺門委員

○今田委員

○坂本研究管理監

○田原委員長

○山本補佐

○寺門委員

○山本補佐

○山本補佐

○田原委員長

１

㎜
○田原委員長

○ 山 本 補 佐 ㎜

○ 田 原 委 員 長 ㎜
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ほかにございませんか。

次の議題に移らせていただいてよろしいですか。

（２）今後の対応について

○田原委員長議題２の今後の対応にっいてを事務局から御説明をお願いします。

○山本補佐続きまして、私から資料１一２にのっとって、防疫対応の御説明をさせて

い た だ き ま す 。 ＼

口蹄疫の防疫対応については、家畜伝染病予防法に基づいて、また口蹄疫に関する特

定家畜伝染病防疫指針という中に、具体的な防疫対応あるいは法の運用のやり方につい

て規定がされております。基本的に、こちらの防疫指針にのっとって殺処分あるいは移

動制限等の防疫措置を進めていくというごとにしておりますけれども、その中でも今回

のケー＝スについて、特に対応を進めてまいりました部分について御説明を差し上げます。

まず診断の結果を受けた疑似患畜の範囲です。ＰＣＲ検査で３頭が陽性の結果を得ら

れましたので、これらの家畜について疑似患畜としております。現在、引き続きウイル

ス分離を進めておりますので、ウイルス断片ではなくてウイルスそのものが検出されれ

ば疑似患畜ではなくて患畜にしようという整理で、現時点においては疑似患畜としてお

ります。また、これらの同居牛、いわゆる当該農場のほかの牛ですけれども、これらも

口蹄疫防疫の観点から殺処分の必要があるという判断に基づきまして、同じように疑似

患畜としております。

２番に殺処分とあります。工七当該農場の蚕頭を疑似患畜としたものですから、これ

らのすべてについて殺処分とすることとしまして、ここには「準備ができ次第、速やか

に殺処分」と書いてありますが、現在、埋却場所の掘削あるいは殺処分の実施、掘削し

た苗の埋去ｐ等の一連の措置を今日中に完了してしまおうということで、現地で対応を進

めているところであります。この後４敷料等、当該農場の汚染物品に当たるものについ

ても同様に焼却または埋却ということで対応を進めてまいります。

当該農場についてはこうした措置ですけれども、周辺農場に対しては、こうした殺処

分を実施する間、当該農場周辺の交通等による蔓延を防止しようということで、口蹄疫

については通行の制限ができるようになっております。こちらは７２時間に限ってですけ

れども、殺処分という当初の埋防措置が取られまでの間、実施することができるように
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なっておりまして、今回もこれにのっとって通行の制限を実施しております。

周辺農場に対しては、先に若干説明申し上げましたが、１ｏｋｍ圏内については移動制限

区域、ｌ乙（）ｋｍ以内の区域については搬出制限区域となります。

移動制限区域のほうは、適用期間については殺処分終了から２１日間を原則としており

まして、内容は生きた偶蹄類の家畜あるいはその死体等の移動ができなくなる。あるい

は、区域内にあると畜場、家畜市場の閉鎖ということで、今回も１０ｋｍ圏内にと畜場が１

力所、含まれているということになっております。

搬出制限区域については、その区域から出ていくことができないという区域になって

おりまして、生きた偶蹄類の家畜の搬出制限区域外への移動が禁止ということになって

おります。こちらは発生から２１日間ということになります。

これら１０ｋｍあるいは２（）ｋｍについては、ロ締疫発生時の確定状況あるいは病性等を踏

まえて拡大あるいは縮小できることとされておりますけれども、現時点においては防疫

指針の規定の範囲であります移動制限区域１０ｋｍ、搬出制限区域２ｏｋｍということで対応し

ております。

４番のその他に、こうした防疫措置以外の措置について記載してございます。管内の

家畜所有者に対して、都道府県等を通じまして、異常があった場合の速々かな通知、通

報、あるいは衛生的な飼養管理の徹底を指導するよう通知しておりまして、関係府省庁

と連携を十分図りつつ、消費者、流通業者等に生産物の安全性等を十分説明しながら混

乱を防止してまいりたいと考えております。

またミ今後、関係都道府県と連携して、発生農場における家畜、人、また車両の移動

を調査しまして、感染源及び感染経路の究明につなげてまいりたいと考えております。

防疫措置とは別に、次のページをめくっていただきますと、移動制限区域内の農場あ

るいは、その区域外の農場について血清検査等を用いてサーベイランスを実施するとい

う 取 り 組 み を し て お り ま す 。 ≒

さきに、２番の表の２０００年の発生時の取り組みから簡単に御説明差し上げます。２０００

年の発生時には、移動制限の開始後、直ちにこうした血清採材等によるサーベイランス

を始めました。どういった内容かと申しますと、発生農場からの距離によって取り組み

に差を設けております。

発生農場から周辺１ｋｍ以内の農家については全戸を対象に１ｏ頭を採材して抗体ＥＬＩ

ＳＡを実施する。その外側の移動制限区域内あるいは搬出制限区域内は、２０００年当時は
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それぞれ２０ｋｍ、５ｏｋｍという非常に広い範囲だったわけですけれども、｀ここら辺について

は、対象農場は全戸を目標に実施し、検体数については農場の飼養規模に基づいてＴＬ頭

から５頭を採材することにしております。

その下の欄、上記以外の発生県内の農家というのは、移動制限区域内から外れている

けれども、移動制限区域内を持っている県の農家ということです。そういった農家につ

いては臨床症状の確認をしていこうという取り組みがございましたので、こうした名目

で立入指導を行った農家について、１農家１頭ですけれども、ごれも同じよ引こ採材し

て検査をする。

また、発生県以外の北海道まで含めて全国を対象に、一定のルールとして、移動制限

地域から牛を導入している地域の農家、あるいは輸入粗飼料を給与していた農家であっ

て、粗飼料購入元が発生地域と同一だという形で関連があるような農家、こういった条

件を満たす農家について、同じように１頭を採材しています。

ということですけれども、上の基本的な考え方で今回の考え方を御説明させていただ

きます。今回の発生事例では、舌や口腔のびらんや発熱あるいは食欲不振ということで、

やや典型的ではないにしても、臨床症状が認められるということで、臨床表示に基づく

診断がある程度機能するだろうと考えております。

そのため、今回の発生においては移動制限区域以外の地域の農場について、検査によ

る伝播の機会を低減する観点から、電話によって聞き取りを徹底することによって臨床

症状の有無を指標に清浄性を確認していこうと考えております。また、こうした電話に

よる聞き取りで臨床症状を確認する取り組みについては、もちろん移動制限区域内の農

場についても適用してまいります。

さらに、防疫措置の開始当初は発生当該農場における疫学調査を徹底しまして、まず

強い疫学関連の‘ある農場を特定して、、これを防疫の対象にする。防疫対策の対象にする

というのは非常に重要になってまいりますので、こちらに検査資源とか人的資源を集中

させることを目的に、移動制限の取り組みを始めた当初の１週間にづいては疫学調査に

注力しまして、１週間を経過した段階から血清を採材したサーベイランスを開始する。

それまでの間は電話での聞き取りで臨床症状の有無を確認するということを考えており

ます。

ですので、下の表に戻りますと、今回の対応としては、サーベイランスの開始時期は

移動制限開始１週間後から開始と書いております。こちらは採血の開始が工週間後から
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ということでありまして、これ以前の間は電話等の聞き取りで臨床症状を確認する。

調査対象の範囲から言いますと、発生農場から１ｋｍ以内の農家については全戸を対象

に１０頭採材する。これは２０００年発生時の採材規模と同等のものです。移動制限地域内

あるいは搬出制限地域内の農家については、かなりの数の農家が含まれているものです

から、この中から、発生農場の疫学関連農場あるいは輸入粗飼料を給与していた農家、

こシいった一定のリスクを想定させる条件を満たす農場を対象に、１ｋｍ以内の農家と同

様に１０頭を採材して清浄性の確認を徹底するということを想定しております。

逆に、制限地域以外の農場については、全国が対象になりますが、輸入粗飼料を給与

していたとか、移動制限地域から牛を導入しているとか、こういった要素を満たす農家

に対して電話による確認、あるいは出入りをしている開業獣医師等からの報告を求める

ことによって、これらの農場でロ蹄疫を疑うような臨床異常がないことを基本的には継

続的に確認していくということで対応したいと考えております。

サーベイランスについては以上でございます。

○嶋崎補佐続きまして、４ページ目からは私、皿から御説明させていただきます。

４ページは今回の発生を受けまして防疫対策の徹底を指示する消費・安全局長から各

都道府県知事あての徹底の通知文書の案でございます。

前段、今回の発生の経緯がありまして、本病の疑似患畜が確認され、防疫指針に基づ

き防疫措置が講じられているというところで、今回の牛豚等疾病小委員会の議論を踏ま

えて、本病の発生予防及び蔓延防止に万全を期すため、全国における本病の防疫対策の

強化、徹底を図ることとにっきましては、下記の事項に留意して防疫措置に遺漏がな

いようにお願いしますという中身になってございます。

具体的に記の下に、その留意事項が載っています。１番は家畜衛生関係者、畜産関係

者等への周知等ということで、今回の発生を受けまして、改めて正確な情報の伝達をし

ていただいて、口蹄疫が疑われる事例があっ九場合に：は所要の措置を講じるように、家

畜の所有者ですとか、獣医師に指導の徹底を図っていただきたい。（２）では偶蹄類の

家畜を飼養する農場に立ち入る際には消毒等蔓延防止に十分留意してくださいという中

身になっています。

２番では、今度は緊急調査の実施ということで、偶蹄類家畜の飼養農場を対象にして、

飼養家畜の異常の有無を電話連絡、場合によっては立入検査によって確認してください

となっています。その確認検査によって、もし異常家畜が認められた場合には、直ちに
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動物衛生課に連絡をしてください。（１）（２）の確認状況については、４月３０ロまで

に動物衛生課に連絡をしてくださいという中身になってございます。

３番は的確な病性鑑定の実施という形で、異常畜の通報があった場合ｌこは、直ちに動

物衛生課に連絡をしていただいて、本病を疑い、必要な病性鑑定を実施していただくと

いうことで、この病性鑑定の実施については、防疫指針に基づいて採材、送付を行って

くださいということでございます。

最後に４番は危機管理体制の点検ということで、万一の発生の際に円滑な防疫措置が

講じられるように、指針３の１の「危機管理体制の構築」に沿った危機管理体制につい

て再点検を行ってくださいという中身になってございます。

６ページ目は別紙１ということで、今回の発生の経緯が簡単にまとめられているもの

で、別紙２は先はどの実施報告のフオームになってございます。

これが防疫措置の徹底を図るための消費・安全局長通知（案）、でございます。

最後、８ページ目になります。感染経路究明チームの設置についてということです。

今回の発生について、防疫指針の中でミ発生に関しては感染源ですとか感染経路の究明

に努めると書いています。具体的には２行目の後ろからになりますけれども、「本病の

感染源及び感染経路を究明レ発生予防に資するため、都道府県畜産主務課は、動物衛

生課と連携し、動物衛生研究所等の協力を得て、防疫指針の「４接触したおそれのあ

る感受性動物の追跡」及び［６立入検査、血清疫学調査等］の調査及び検査結果を基

礎とし、家畜、人及び車両の移動、飼料の利用、物品の移動、渡り鳥等の野生動物との

接触の可能性、気象条件等を網羅的に調査する。農林水産省は、これらの調査の結果に

基づく専門家からの助言を踏まえ、感染源及び感染経路を究明するｊとなっています。

具体的には本チームを立ち上げたいということですけれども、メンバーについては、

本小委員会のメンバーのどなたか、疫学の専門家、ウイルス学の専門家、あとは現場に

お詳しい今回の発生県、宮崎県の家畜保健衛生所の獣医師等によって構成したいと考え

ているところでございます。

以上でございます。

○田原委員長資料の説明はこれで終わりですね。

ただいまめ資料の内容について、御質問、御意見をお出しいただきたいと思います。
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○津田委員

○寺門委員

○ 坂 本 研 究 管 理 監 ㎜

○寺門委員

○伏見国内防疫調整官

○寺門委員
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（）坂本研究管理監

（Ｊ：：）清水委員

・

○伏見国内防疫調整官

○寺門委員

○山本国際衛生対策室長

○川島動物衛生課長

○ 坂 本 研 究 管 理 監 ㎜

○川島動物衛生課長

ｉ ｌ

○津田委員 ｊ ① ＼

○川島動物衛生課長
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○田原委員長

㎜

（）ＪＩＩ島動物衛生課長ド

口

○姫田総務課長

○寺門委員

○坂本研究管理監

○寺門委員
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○山本補佐
Ｉ
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Ｉ

○田原委員長

●川中呻９ＸＩ栖「

○坂本研究管理監

○坂本研究管理監

○ 田 原 委 員 長 ㎜

○田原委員長

○山本補

Ｓ

○寺門委員

○山本国際衛生対策室長

○寺門委員

○田原委員長

○明石委員
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○山本

○明石委員
皿

○山本補佐
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
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ｊ

○明石委員

皿

○山本補佐

○明石委員

皿

○山本補佐

・

○寺門委員
○山本補佐

○寺門委員

○川島動物衛生課長

○清水委員

○山本補佐

○清水委員

○ 清 水 委 員 ㎜

○坂本研究管理監
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○清水委

○坂本研究管理監

○寺門委

○演岡動物衛生研究所長

ｉ ● ｜ ￥ ｜ り ｜ 謝 峰 川 ‥ １

○清水委員

○寺門委

○田原委員長

○山本補佐

○田原委員長

○山本補

○寺門委員

○伏見国内防疫調整官

○ 寺 門 委 員 ㎜

○川島動物衛生課長
㎜

○川島動物衛生課長

皿

○ 伏 見 国 内 防 疫 調 整 官 Ｌ 凱 訂 正 と い う か 、 ８ ペ ー ジ に 感 染 経 路 究 明 チ ー ム の 設 置 と

い う 表 題 に し た んで す け れ ど も 、 こ れ ま で 「 疫 学 調 査 チ ーム 」 と い う 名 前 に して い た の

で、 あ えて 感 染 経 路 究 明 チ ーム って 大 々 的 にや ら な いで、 こ れ ま で ど お り 口 蹄 疫 疫 学 調
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査チームという名前でよろしいですか。

○ 田 原 委 員 長 ８ ペー ジ で、 感 染 経 路 究 明 チ ーム を 疫 学 調 査 チ ーム に 。

○ 伏 見 国 内 防 疫 調 整 官 通 常 、 疫 学 調 査 チ ーム と さ せ て い た だ い て い る の で、 よ ろ し い

でしょうかということです。

○ 田 原 委 員 長 口 蹄 疫 疫 学 調 査 チ ーム の 設 置 に 変 え た い と い う こ と で す の で、 よ ろ し い

ですか。

○寺門委員

○寺門委員
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○川島動物衛生課長

○田原委員長

○寺門委員

○田原委員長

○川島動物衛生課長

○寺門委員

㎜

○川島動物衛生課長
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○坂本研究管理監

○川島動物衛生課長

○寺門委員

-２１一



㎜

○清水委員

「

ｌ

○川島動物衛生課長

○寺門委員

○寺門委員

○川島動物衛生課長

○田原委員長

○伏見国内防疫調整官

○田原委員長

○寺門委員

○田原委員長

○寺門委員

○山本国際衛生対策室長

○伊藤補佐

○寺門委員

○伊藤補佐

○田原委員長

○寺門委員

●｜噺？ｌｊｉｌｌ乞４・｜！無川………１

㎜

○伏見国内防疫調整官

○ 田 原 委 員 長 ㎜
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（ ３ ） そ Ｉ の 他

○ 田 原 委 員 長 議 題 ３ の そ の 他 に つ いて、 事 務 局 か ら 説 明 を お 願 い し ま す。

○ 伊 藤 補 佐 近 隣 諸 国 を 中 心 に し た 本 病 の 発 生 状 況 に つ い て 、 簡 単 に 御 説 明 を さ せ て い

ただきたｘｚヽヽと思います。資料２をごらんください。カラーの地図が入っております。

り 蹄 疫 の 発 生 を 世 界 的 に 見 ま すと 、 ア ジ ア、 ア フ リ カ を 中 心 に 発 生 が 続 いて お り ま し

て、ワクチン非接種清浄国は、ことし当初時点で６３力国ということで、ヨーロッパの国々

と南北アメリカ、オセアニア地域にあります。ページをめくっていただきまして、現在、

ア ジ ア 地 区 で は 口 蹄 疫 の 清 浄 国 は 、 日 本 を 除 き ま すと ブル ネ イ、 イ ン ド ネ シ ア、 シ ン ガ

ポールのみとなっています。

次 の ペー ジ を ご ら ん く だ さ い 。 近 隣 国 の 発 生 状 況 を 見 ま すと 、 ま ず 中 国 で す。 こ と し

１ 月 以 降 の 発 生 だ け を 示 して お り ま す が 、 こ れ を 見 ま して も 牛 、 豚 、 ヤ ギ な ど 、 さ ま ざ

ま な 畜 種 を 対 象 に 、 血 清 型 で 言 い ま すと 、 Ｏ 型 の 発 生 が 見 ら れ ま す。 こ れ は ア ジ ア で 流

行 して い る 形 で ご ざ い ま す。 ま た 、 Ａ 型 に つ いて も 散 見 さ れ る よ う に な り ま して、 Ａ 型

はアジアを北上しているという状況でございます。

中 国 か ら め 牛 肉 、 豚 肉 ミ 稲 わ ら 等 に つ いて は 原 則 輸 入 を 禁 止 して お り ま す が 、 先 ほ ど

お 話 し あ り ま し た よ う に 、 指 定 し た 施 設 で 指 定 さ れ た 基 準 に 従 って 加 熱 処 理 さ れ た も の

の み の 輸 入 を 認 めて い る と い う こ と で、 稲 わ ら に つ いて は 、 今 の と こ ろ 遼 寧 省 と 吉 林 省

は ロ 蹄 疫 の 発 生 が な い と い う こ と で、 そ の 中 の 限 ら れ た 地 域 で 生 産 さ れて 保 管 管 理 さ れ

たもののみを大連の工場、２３施設ありますけれども、ここの工場で加熱処理をして輸入

をするということになっております。
一 方 、 台 湾 に お き ま して も 発 生 が 続 いて お り ま して、 ２ 月 に な り ま して も 豚 で Ｏ 型 の

口 蹄 疫 が 発 生 し て お り ま す 。 。

さらに、韓国、においては、次のページを開いていただきまして、本年１月に韓国の北

部 京 畿 道 の 抱 川 （ ポ チ ョ ン ） で Ａ 型 の 口 蹄 疫 が 発 生 し た と い う こ と で す。 発 生 は ３ 月 ９

日で、シカに抗体があったということで、これを最後に終息していたんですけれども、

４月に入りまして、一空港のある広域市ですけれども、仁川空港のある隣の江華（カンフ

ア）という島で、韓牛１６９頭の農家で口蹄疫の発生が揃１認されたということです。これ

はレ月に起きたＡ型と違って、Ｏ型ということでございます。
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これについても、発生７５；ｌｉ帥諾されたのは４月９日ですが、その後、１２日までに４例が

発生しまして、いずれも江華島内にとどまっておりまして、予防的殺処分も完了して、

２１２農家２万９６６９頭が殺処分されたということでございますが、けさになりまして続報

が入りました。江華島の対岸、本土にある金浦空港のある金浦の乳牛の農家、１２０頭を飼

育する農家で口蹄疫の発生を見たということで、タイプ等については検査をしていると

いうことでございます。

以上、簡単ですけれども、その発生状況と私どもの検疫措置等について御説明をさせ

ていただきました。

○田原委員長ありがとうございました。

ただいまの資料の説明の内容について、御意見や御質問等がございましたら、どうぞ。

○寺門委員
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○川島動物衛生課長
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○伊藤補佐

○姫田総務課長
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○川島動物衛生課長

- ２ ４ -



口
○清水委員

一 一

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｒ
-
̶
-
ｊ
-
-
-
-
ｉ
-
ｊ
ｒ
■
■
Ｅ
-
-

●｜｝ｌｉ？ＩＳＩ締｜｜剽川１

○姫田総務課長

○川島動物衛生課長

○寺門委員

○川島動物衛生課長

○明石委

○川島動物衛生課長

○寺門委

○川島動物衛生課長

○田原委員長

○山本補佐

○田原委員長

○山本補佐

○寺門委

○田原委員長
㎜

○田原委員長

○川島動物衛生課長
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○寺門委員

○川島動物衛生課長

㎜
○

○寺門委員

○津田委員

○坂本研究管

○田原委員長

○明石委員

○ 坂 本 研 究 管 理 監 ㎜

○明石委員

○明石委員

○明石委員

○明石委員

○坂本研究管理監

○坂本研究管理監

○坂本研究管理

○坂本研究管理監
・○明石委員

○坂本研究管理監

○明石委員
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○坂本研究管理監
㎜

○田原委員長ほかに御質間等ございませんか。

とりあえず、ぎょうの議題の検討は閉めさせていただいてよろしいでしょうか。

○田原委員長それでは、事務局にお返ししたＩＺヽ・と思います。Ｉ

Ｏ 伏 見 国 内 防 疫 調 整 官 ど う も あ り が と う ご ざ い ま し た 。

そ の 他

○伏見国内防疫調整官本日の検討の概要について事務局案を作成いたしましたので、

これから配付させていただきます。お手元に届いたら、私のほうで読み上げさせてもら

います。

３つに概要を分けさせていただきました。

１宮崎県における口蹄疫が疑われる事例につい七
・口蹄疫を疑う臨床症状を呈するとともに、本病ウイルスの遺伝子が検出された

牛が確認されたことから、この牛を疑似患畜とし、防疫対応を迅速に行うこと

は適切であると考えられる。

２今後の防疫対応にういて

・本病の伝播力等に鑑み、当該農場飼養牛全頭を疑似患畜とし、と殺等の防疫対
゜ １ ■１
応を行うことは適当であると考えられる。
・当該農場サでびらん等の症状が確認された９口以降の人の出入り等の疫学情報を

整理することが重要である。
・我が国での本病の発生予防及びまん延防止を図るため、全国の偶蹄類家畜飼養

農場における監視体制を強化するとともに、早期通報等の危機管理体制の再点

検を行うことが重要である。また、各農場における飼養衛生管理の徹底につい

て 、 改 め て 指 導 す べ き で あ る 。 ｊ
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・ 今 回 の 発 生 に お いて、 現 時 点 で 確 認 さ れて い る 状 況 を 踏 ま え れ ば 、 防 疫 指 針 の

規定どおり、半径１０ｋｍの移動制限区域及び半径２ｏｋｍの搬出制限区域を設け、

防疫対応を行ったことは適当である。

・ ウ イルス 性 状 の 調 査 結 果 等 に つ いて は 、 近 年 本 病 の 発 生 が 確 認 さ れ た 韓 国 等 の

近隣諸国、！タ牌報交換等を行い、今後の防疫対応に活用していくよう努めるべき

で あ る 。 。 ・

３ 疫 学 調 査 チ ー ム の 設 置 に つ い て

・今後の防疫対策に資するため、「口蹄疫疫学調査チーム」を速々かに設置し、

ウイルス性状の調査などを行いつつ感染経路の調査を行うことが重要である。

以 上 で ご ざ い ま す 。 ＜

何か御質問、御意見等がございましたら、よろしくお願いします。

○ 清 水 委 員 ㎜ 皿

ｌ

Ｊ Ｉ

○寺門委員

ｏｍ原委員長

○坂本研究管理監

○津田委員

○津田委員

○川島動物衛生課長

○田原委員長

○津田委員

○川島動物衛生課長
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○寺門委員

○山本補佐

ｉ ｌ

○寺門委員

○田原委員長

○寺門委員

○川島動物衛生課長

○ 田 原 委 員 長 ㎜

○ 川 島 動 物 衛 生 課 長 ㎜

○田原委員長

㎜

○寺門委員

㎜

○津田委員

○ 田 原 委 員 長 ㎜

㎜

○伏見国内防疫調整官
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○田原委員長
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○川島動物衛生課長

○寺門委員

○川島動物衛生課長

○津田委員

ＯＪＩ！島動物衛生課長

○姫田総務課長

○伏見国内防疫調整官

○ 寺 門 委 員 ㎜

○姫田総務課長

○寺門委員

○寺門委員

○今田委員

○寺門委員

○ 川 島 動 物 衛 生 課 長 ㎜

○姫田総務課長

○姫田総務課長

●｜キ９１１も斬嘩」「

○川島動物衛生課長
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○伏見国内防疫調整官

㎜

○川島動物衛生課長

○川島動物衛生課長

㎜
○浪岡動物衛生研究所長

○川島動物衛生課長

㎜
○津田委員

○川島動物衛生課長

○伏見国内防疫調整官
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閉会あいさつ

○伏見国内防疫調整官議事の終了に当たり。まして、最後に動物衛生課長からごあいさ

つ を お 願 い い た し ま す 。 ＼ ‘

○川島動物衛生課長本日は急なお呼び出しをさせていただいたにもかかわりませず、

お集まりいただきまして、貴重な御意見をいただきました。本当にありがとうございま

した。皿灸員長には、特に効率的な議事運営をしていただきまして、あ。りがとうござ

いました。

今、いろいろといただいた御助言、御意見を踏まえて防疫対応に万全を期していきた

いと考えますので、引き続き御指導をよろしくお願いします。

本日はどうもありがとうございました。

閉
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